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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 7日 (2006.2.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
以 下 、 従 来 の 足 の 健 康 装 具 と 更 に 比 較 す る 。 足 底 の 土 踏 ま ず に 、 ゴ ム 、 又 は ス ポ ン ジ 等 を
挿 入 す る 従 来 の 方 法 の 場 合 、 本 来 、 地 面 を 踏 ま な い は ず の 土 踏 ま ず の 中 空 部 に 凸 型 の 固 体
を 埋 め る 。 こ の た め 事 実 上 、 土 踏 ま ず も 間 接 的 に は 接 地 部 位 に な る 。 こ れ で は 足 の 裏 の 重
心 が 土 踏 ま ず を 迂 回 す る よ う な 歩 き 方 に は な ら な い 。 つ ま り 、 あ お り 歩 行 に な ら な い 。 土
踏 ま ず に は 本 来 あ っ て は な ら な い 突 き 上 げ 力 、 す な わ ち 着 地 時 の 地 面 か ら の 衝 撃 力

危 険 性 が あ る 。 土 踏 ま ず に 突 き 上 げ 力 が 加 わ る と 、 歩 行 時 、 体 全 体 に 定 常 的 に 衝 撃 が 伝
わ る 。 事 実 上 、 モ ザ イ ク の よ う に 緻 密 に 組 ま れ て い る 足 の 小 骨 の 微 妙 な バ ラ ン ス が 崩 れ る
と 、 ひ い て は 体 の 随 所 に 不 具 合 を 引 き 起 こ す と い う 支 障 が あ る 。 上 記 （ １ ） の 手 段 で は 、
土 踏 ま ず は 中 空 に な っ て お り 、 歩 行 時 に 、 す る こ と が ほ と ん ど な い 。 す な わ ち 、 理 想
に 近 い よ う な あ お り 歩 行 が 可 能 と な り 、 足 の 裏 が 歩 行 時 の 衝 撃 を 吸 収 し 、 上 記 の よ う な 支
障 が 生 じ な い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
二 足 歩 行 で は 、 図 ６ （ ｃ ） ， （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 体 の 重 心 が 前 進 す る に 従 っ て 、 足 の 裏
の 着 地 位 置 が 矢 印 の よ う に 踵 か ら 。 健 康 に よ い 直 立 二 足 歩 行 の 理 想 的 な
歩 き 方 で は 、 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 踵 か ら 小 趾 球 を 経 由 し 、 母 趾 球 へ 移 動 し 、 母 趾 の
つ ま 先 に 移 動 し て 地 面 を 離 れ る 。 土 踏 ま ず が い き な り 接 地 す る と 、 足 の 裏 だ け で は 歩 行 時
の 衝 撃 を 吸 収 で き な い 。 そ の た め 、 健 康 な 足 の 裏 は 、 通 常 、 土 踏 ま ず を 中 空 に 保 っ て 接 地
を 避 け 、 足 裏 重 心 は 土 踏 ま ず を 迂 回 し て 移 動 す る 。
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　 あ お り 歩 行 は 、 歩 行 時 、 足 、 膝 、 腰 等 の 諸 関 節 や 筋 肉 に 無 理 が か か ら ず 、 エ ネ ル ギ ー 効
率 の 一 番 良 い 歩 行 方 法 と さ れ て い る 。 あ お り 歩 行 を 実 現 す る た め に は 、 土 踏 ま ず は 中 空 を
保 持 し な け れ ば な ら な い 。
　 図 ６ （ ａ ） に は 、 土 踏 ま ず を 形 成 す る ア ー チ 形 状 の 重 要 な 点 Ｍ ， Ｎ ， Ｏ の 三 点 を 示 す 。
土 踏 ま ず で は 、 通 常 、 図 ６ （ ａ ） 上 の Ｍ と Ｎ と Ｏ を ア ー チ 立 脚 点 と す る 。 す な わ ち 、 Ｍ と
Ｏ の 間 で は 内 側 の 縦 ア ー チ 、 Ｎ と Ｏ の 間 で は 外 側 の 縦 ア ー チ 、 Ｍ と Ｎ と の 間 で は 横 ア ー チ
を 形 成 す る 。
　 何 ら か の 理 由 に よ り 、 ア ー チ 形 状 に 歪 み が 起 こ る と 足 底 重 心 の 移 動 は 、 図 ６ （ ｄ ） の Ｐ
， Ｑ ， Ｒ の よ う な 曲 線 に な る 。 ア ー チ 形 状 が 歪 み 、 人 の 生 理 に 反 す る 足 底 重 心 の 移 動 を 繰
り 返 す と 、 そ の 都 度 歩 行 時 の 衝 撃 が 吸 収 で き ず 、 身 体 の 諸 筋 群 や 関 節 に 無 理 が お き る 。 や
が て 足 や 膝 、 股 関 節 や 腰 等 に 疲 労 や 痛 み を き た す よ う に な る 。 　 　
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 体 部 １ １ は 、 図 ３ （ ａ ） に 断 面 図 で 示 す よ う に 、 実 質 的 に 柔 軟 で か つ 非 伸 縮 性 に 四 層 の
シ ー ト 状 に 形 成 し て あ る 。 柔 軟 と は 、 力 を 加 え る 意 思 が 働 い て い な い 状 態 下 で の 手 の 動 き
、 あ る い は 生 地 の 自 重 で 自 然 に 自 在 に 屈 曲 変 形 す る 硬 さ を 言 う 。 非 伸 縮 性 と は 、 人 が 素 手
の 日 常 的 な 力 で は 牽 引 し て も 事 実 上 、 伸 張 、 破 断 し な い 強 度 を 有 す る こ と を い う 。 四 層 と
は 、 う ら 側 層 と 中 間 層 と お も て 側 層 と お も て 側 取 り 付 け 層 と で あ る 。 う ら 側 層 は う ら 側 の
表 面 シ ー ト ２ １ で 形 成 し て あ る 。 お も て 側 層 は お も て 側 の 表 面 シ ー ト ２ ０ で 形 成 し て あ る
。 ま た 、 お も て 側 取 り 付 け 層 は 、 お も て 側 の 表 面 シ ー ト ２ ０ の 上 に 、 雄 型 面 フ ァ
ス ナ １ ５ と 取 り 付 け テ ー プ １ ７ ａ ， １ ７ ｂ と で 構 成 し て あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 帯 状 部 １ ０ を リ ス フ ラ ン 関 節 Ｌ 周 囲 と 当 接 さ せ た だ け で 、 ま だ 細 ベ ル ト 締 結 部 １ ２ ａ ，
１ ２ ｂ と 左 端 締 結 部 １ ３ を 強 く 引 く 前 の 段 階 、 す な わ ち 、 図 ８ の 段 階 で は 、 土 踏 ま ず で 横
ア ー チ を 形 成 す る は ず の 骨 群 は 、 図 ８ （ ｂ ） （ ｃ ） で 示 す よ う に ま だ 扁 平 で あ る 。 こ こ で
は 、 骨 組 み は 開 い た 状 態 に な っ て い る 。
　 次 い で 、 図 ９ （ ａ ） の よ う に 、 第 一 ， 第 二 の 細 ベ ル ト 締 結 部 １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 左 端 締 結
部 １ ３ を 強 く 引 く ほ ど 、 帯 状 部 １ ０ が つ く る ル ー プ の 内 径 は 狭 く な る 。 帯 状 部 １ ０ は 、 図
９ （ ｂ ） の よ う に 、 リ ス フ ラ ン 関 節 Ｌ 周 辺 に あ る 中 足 骨 ５ ８ ～ ６ ２ を 、 帯 状 部 １ ０ の ル ー
プ 内 に 周 囲 か ら 強 く 押 さ え 込 む 。 図 ９ （ ｃ ） の よ う に 、 足 根 骨 ５ ４ ～ ５ ７ を 、 帯 状 部 １ ０
の ル ー プ 内 に 周 囲 か ら 強 く 押 さ え 込 む 。 中 足 骨 ５ ８ ～ ６ ２ は 、 上 か ら 下 に 向 か う 圧 力 を 受
け る と 同 時 に 、 左 右 か ら 中 心 方 向 に 向 か う 力 を 受 け る 。 部 位 で 、 横 ア ー チ の 両 脚
部 は 、 横 ア ー チ の 補 強 、 再 生 に 不 可 欠 な ア ー チ 反 力 を 合 理 的 に 受 け る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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